
　

市
内
に
あ
る
公
立
高
校
３
校

合
同
に
よ
る
「
自
転
車
安
全

利
用
の
推
進
宣
言
」
が
９
月
５

日
、
習
志
野
警
察
署
で
行
わ
れ

た
。

　

津
田
沼
高
校
、
実
籾
高
校
、

習
志
野
高
校
の
生
徒
会
メ
ン

バ
ー
が
粕
谷
高
弘
署
長
を
前
に

「
自
転
車
事
故
を
な
く
す
た
め

に
、
生
徒
会
と
し
て
、
自
転
車

に
乗
る
と
き
の
ル
ー
ル
を
守

り
、
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着

用
を
促
進
す
る
な
ど
、
自
転
車

　

電
話
de
詐
欺
に
よ
る
被
害
を

未
然
に
防
止
し
た
功
労
で
、
シ

ー
ア
ン
ド
エ
ー
株
式
会
社
フ
ァ

ミ
リ
ー
マ
ー
ト
習
志
野
実
籾
店

の
紺
野
か
お
り
さ
ん
が
８
月
８

日
、
習
志
野
警
察
署
の
粕
谷
高

弘
署
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
ら
れ

た
。
ま
た
、
千
葉
県
警
察
が
６

月
か
ら
推
進
し
て
い
る
「
ア
シ

ス
ト
ポ
リ
ス
制
度
」
で
同
店
を

担
当
し
、
防
犯
指
導
を
行
っ
て

い
る
同
署
の
池
田
和
明
巡
査
部

長
に
対
し
て
署
長
即
賞
が
授
与

さ
れ
た
。

　

副
店
長
を
務
め
る
紺
野
さ
ん

は
、
メ
モ
を
手
に
プ
リ
ペ
イ
ド

型
電
子
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
を
探
し

て
い
る
60
歳
代
の
男
性
の
様
子

が
お
か
し
い
と
感
じ
た
。
尋
ね

る
と
、
購
入
額
も
高
額
で
男
性

の
携
帯
電
話
も
つ
な
が
っ
て
い

る
様
子
だ
っ
た
。
紺
野
さ
ん
は

を
安
全
に
利
用
す
る
た
め
の
取

り
組
み
を
各
校
に
お
い
て
推
進

し
ま
す
」
と
宣
言
し
た
。

　

自
転
車
に
関
係
す
る
交
通
事

故
が
多
発
し
て
い
る
が
、
県

内
全
体
で
25
歳
以
下
が
当
事
者

と
な
る
自
転
車
が
関
係
す
る
死

亡
、
重
傷
事
故
で
は
高
校
生
の

割
合
が
最
も
高
い
。
３
校
で
は

約
半
数
が
自
転
車
通
学
し
て
い

る
。
そ
う
し
た
現
状
か
ら
習
志

野
警
察
署
で
は
特
に
高
校
生
に

対
し
、
交
通
安
全
へ
の
意
識
を

高
め
て
も
ら
い
た
い
と
働
き
か

け
、
３
校
の
生
徒
会
が
自
分
た

ち
で
自
転
車
の
安
全
利
用
を
宣

言
す
る
こ
と
で
、
乗
車
マ
ナ
ー

の
向
上
に
つ
な
が
れ
ば
と
参
加

し
た
。
交
通
安
全
教
室
の
開
催

を
は
じ
め
、
校
内
放
送
で
の
啓

発
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
ポ
ス

タ
ー
制
作
な
ど
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。

　

粕
谷
署
長
は
「
左
側
通
行
な

ど
の
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
守

っ
て
安
全
運
転
に
努
め
、
万
が

一
、
事
故
に
遭
遇
し
た
際
に
命

を
守
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
積
極
的

に
装
着
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
生
徒

会
活
動
を
通
じ
て
、
こ
う
し
た

こ
と
を
在
校
生
に
伝
え
、
自
転

車
事
故
に
遭
う
こ
と
が
な
い
、

楽
し
く
有
意
義
な
高
校
生
活
を

送
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
」
と
伝
え
た
。

　

宣
言
を
行
っ
た
習
志
野
高
校

生
徒
会
の
芦
田
真
優
副
会
長

は
「
事
故
を
少
し
で
も
減
ら
せ

る
よ
う
に
、
生
徒
会
を
通
じ
て

全
校
生
徒
に
広
め
て
い
き
た
い

と
思
い
、
宣
言
に
参
加
し
ま
し

た
。
み
ん
な
で
注
意
し
、
安
全

に
気
を
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。
同

校
で
は
２
学
期
初
め
に
交
通
安

全
教
室
を
実
施
し
て
い
る
。

　

今
年
１
月
か
ら
７
月
末
ま
で

に
習
志
野
市
内
で
発
生
し
た
交

「
も
し
電
話
が
つ
な
が
っ
て
い

た
ら
、
詐
欺
だ
か
ら
、
買
わ
な

い
方
が
い
い
で
す
。
心
配
で
し

た
ら
す
ぐ
に
警
察
に
連
絡
し
ま

す
よ
」
と
伝
え
、
１
１
０
番
通

報
。
到
着
し
た
警
察
官
が
対
応

し
、
男
性
は
被
害
を
免
れ
た
。

紺
野
さ
ん
が
電
話
de
詐
欺
の
未

然
防
止
に
よ
っ
て
感
謝
状
を
受

け
る
の
は
２
回
目
。
「
池
田
巡

査
部
長
と
は
た
び
た
び
の
巡
回

で
、
顔
見
知
り
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
日
も
１
、
２
時
間
前

に
訪
れ
て
１
１
０
番
し
や
す
い

状
況
で
し
た
。
一
人
で
も
詐
欺

に
遭
う
人
が
減
れ
ば
い
い
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
た
。

　

今
回
の
未
然
防
止
に
貢
献
し

た
ア
シ
ス
ト
ポ
リ
ス
制
度
は
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
を
担

当
す
る
警
察
官
が
店
と
連
携
し

て
犯
罪
の
被
害
防
止
を
強
化
す

る
取
り
組
み
。
被
害
者
は
Ａ
Ｔ

Ｍ
が
あ
り
、
電
子
マ
ネ
ー
カ
ー

ド
を
販
売
す
る
コ
ン
ビ
ニ
に
誘

導
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
習
志

野
市
内
で
は
現
在
、
64
店
舗
で

店
舗
ご
と
に
決
め
ら
れ
た
担
当

警
察
官
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
、
情
報
提

供
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

粕
谷
署
長
は
「
最
後
の
砦
と

な
る
お
金
を
払
う
と
こ
ろ
で

声
か
け
を
し
、
被
害
を
未
然
に

防
止
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
あ

り
が
た
い
こ
と
で
す
。
引
き
続

き
、
積
極
的
に
声
か
け
を
し
て

い
た
だ
い
て
、
通
報
し
て
下
さ

い
。
池
田
巡
査
部
長
は
こ
れ
か

ら
も
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
発
信

す
る
た
め
に
訪
問
し
ま
す
の

で
、
防
犯
に
役
立
て
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
話
し

た
。

　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に

伴
う
出
動
式
が
９
月
20
日
、
習

志
野
警
察
署
で
行
わ
れ
た
。

　

秋
の
交
通
安
全
運
動
は
９
月

21
日
か
ら
10
日
間
、
「
反
射

材
光
っ
て
気
づ
い
て
事
故
防

止
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
県
内
一

斉
に
実
施
さ
れ
た
。
反
射
材
な

ど
の
着
用
促
進
や
安
全
な
横
断

方
法
の
実
践
、
早
め
の
ラ
イ
ト

点
灯
、
飲
酒
運
転
ゼ
ロ
に
向
け

た
取
り
組
み
の
強
化
、
自
転
車

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
な
ど
が
目
標

に
掲
げ
ら
れ
た
。

　

出
動
式
で
習
志
野
警
察
署
の

粕
谷
高
弘
署
長
は
「
県
内
の
交

通
事
故
死
亡
者
は
全
国
ワ
ー
ス

ト
１
位
と
い
う
憂
慮
す
べ
き
状

態
に
あ
り
ま
す
。
関
係
団
体
と

協
力
し
て
交
通
事
故
の
な
い
習

志
野
市
を
実
現
し
た
い
と
深
く

思
っ
て
お
り
ま
す
」
な
ど
訓
示

し
た
。
出
動
式
に
は
日
本
郵
便

も
参
加
。
イ
オ
ン
モ
ー
ル
津
田

沼
で
は
関
係
団
体
も
加
わ
り
広

報
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
た
。

　

市
内
の
都
市
生
活
を
支
え
る

ガ
ス
・
水
道
工
事
業
者
で
構

成
さ
れ
る
一
般
社
団
法
人
習
志

野
市
イ
ン
フ
ラ
協
議
会
で
は
、

イ
ン
フ
ラ
面
で
の
地
域
防
災
の

観
点
か
ら
、
万
一
の
災
害
に
備

え
、
復
旧
復
興
に
役
立
て
る
よ

う
研
修
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

道
路
、
鉄
道
、
通
信
網
と
と

も
に
上
下
水
道
、
ガ
ス
管
な
ど

は
社
会
の
基
本
的
な
設
備
・
施

設
に
な
っ
て
い
る
。
イ
ン
フ
ラ

協
議
会
加
盟
社
が
携
わ
る
い
わ

ゆ
る
「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
」
の
安

定
的
な
維
持
は
社
会
基
盤
、
日

常
生
活
に
不
可
欠
だ
。

　

そ
う
し
た
役
割
を
担
う
イ
ン

フ
ラ
協
議
会
で
は
今
年
６
月
、

会
員
24
名
に
習
志
野
市
の
防

災
・
建
設
関
係
部
署
の
職
員

が
、
防
災
・
減
災
に
取
り
組
む

千
葉
積
水
工
業
株
式
会
社
（
市

原
市
）
を
訪
れ
た
。
積
水
化
学

グ
ル
ー
プ
は
住
宅
カ
ン
パ
ニ

ー
、
高
機
能
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス

カ
ン
パ
ニ
ー
、
環
境
・
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
、
メ
デ
ィ

カ
ル
事
業
に
お
い
て
各
社
が
事

業
を
展
開
。
千
葉
積
水
工
業
は

環
境
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
カ
ン
パ

ニ
ー
に
あ
っ
て
、
硬
質
塩
化
ビ

ニ
ル
パ
イ
プ
な
ど
各
種
パ
イ
プ

を
製
造
し
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
を
持
ち
、
総
合
展
示

を
行
う
ほ
か
、
自
然
保
護
活
動

な
ど
に
よ
っ
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
も
図
っ
て
い
る
。

　

会
員
ら
は
千
葉
積
水
工
業
が

持
つ
防
災
・
減
災
の
対
策
を
見

学
・
体
験
で
き
る
「
防
災
ひ
ろ

ば
」
、
給
排
水
な
ど
建
築
設
備

を
実
物
で
体
験
で
き
る
「
実
せ

る
工
場
」
と
い
う
体
験
型
の
展

示
ス
ペ
ー
ス
で
、
講
師
に
よ
る

説
明
の
ほ
か
、
建
築
設
備
で
使

わ
れ
る
配
管
の
耐
久
性
な
ど
を

実
地
に
見
学
し
、
こ
れ
か
ら
の

防
災
に
つ
い
て
学
習
し
た
。

　

自
然
災
害
は
震
災
だ
け
で
な

く
、
風
水
害
も
あ
り
、
豪
雨
災

害
が
多
発
し
て
い
る
。
線
状
降

水
帯
の
予
測
は
難
し
く
、
降
雨

量
と
治
水
対
策
の
現
状
を
見
れ

ば
課
題
が
多
い
。
被
害
軽
減
の

た
め
に
は
河
川
へ
の
放
水
量
を

減
ら
す
こ
と
が
一
番
だ
が
、
流

出
抑
制
の
た
め
に
は
大
が
か
り

な
イ
ン
フ
ラ
投
資
が
必
要
と
な

る
。
そ
の
た
め
に
積
水
化
学
グ

ル
ー
プ
で
は
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

地
下
貯
留
浸
透
槽
」
を
提
案
し

て
い
る
。
ま
た
、
防
災
・
減
災

に
関
わ
る
製
品
と
し
て
、
習
志

野
市
内
で
も
３
か
所
で
設
置
さ

れ
て
い
る
同
グ
ル
ー
プ
の
マ
ン

ホ
ー
ル
型
の
災
害
ト
イ
レ
、
下

水
場
が
壊
れ
た
場
合
で
も
復
旧

が
早
い
パ
ネ
ル
タ
ン
ク
が
紹
介

さ
れ
た
。

　

展
示
ホ
ー
ル
な
ど
で
は
耐
震

性
の
あ
る
一
体
化
し
た
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
管
、
集
合
住
宅
に
お
け

る
排
水
シ
ス
テ
ム
の
モ
デ
ル
、

樹
脂
管
の
熱
に
よ
る
影
響
や
建

物
用
の
耐
火
性
パ
イ
プ
の
燃
焼

と
い
っ
た
実
験
を
見
学
。
防
災

広
場
で
は
防
災
貯
留
型
ト
イ
レ

シ
ス
テ
ム
の
全
容
、
地
下
に
水

空
間
を
つ
く
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
貯
留
材
の
組
み
立
て
も
間
近

に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

研
修
を
終
え
た
参
加
者
は

「
防
災
ト
イ
レ
は
興
味
深
か
っ

た
。
豪
雨
も
多
い
。
浸
水
を
防

ぐ
方
法
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
勉

強
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
て

い
た
。
イ
ン
フ
ラ
協
議
会
で
は

今
回
学
ん
だ
「
防
災
ト
イ
レ
」

に
つ
い
て
の
出
前
授
業
を
計
画

し
て
い
る
ほ
か
、
来
年
度
も
研

修
を
実
施
す
る
予
定
だ
。

通
人
身
事
故
は
１
４
２
件
で
、

そ
の
う
ち
40
％
の
事
故
が
自
転

車
に
関
係
し
て
い
る
。
習
志
野

市
は
他
市
町
村
に
比
べ
、
自
転

車
に
関
係
す
る
交
通
人
身
事
故

の
比
率
が
高
い
。

秋
の
交
通
安
全
運
動
出
動
式

反
射
材
で
事
故
防
止
を
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毎月
更新中!

歩行中の歩行中の が危ない！が危ない！こどもこども
歩行中死傷者数は、７歳が最も多い！歩行中死傷者数は、７歳が最も多い！

小学校１～２年生の歩行中の事故は、小学校１～２年生の歩行中の事故は、10月以降に急増！10月以降に急増！

歩行中に、交通事故で死傷した方を年齢別にみると、７歳が最も多いです。小
学校へ入学したばかりの頃は、保護者と一緒に歩いていた道路も、登下校や友達
との遊び等、一人で歩く機会が多くなります。特に、７歳児は交通の危険性の認識
が十分ではなく、急な飛び出し等で交通事故に遭っていることが考えられます。

小学校１～２年生の歩行中の事故は、10月以降に急増します。また、目的別で
は10月以降に学年を問わず、登下校中の事故が増加します。

通学路やこどもたちが遊ぶときの経路を一緒に歩いて、交
通量の多い場所、見通しの悪い場所などをこども目線で確
認し、安全な横断場所や方法をくり返し教えましょう。
小学生に何らかの違反が認められた事故のうち、約8割が
「飛び出し」でした。道路を渡るときの合い言葉「とまる・み
る・まつ」をこどもたちが実践しているのか確認しましょう。
道路を歩く時のルール（信号を守る、横断歩道を渡る、見通
しの悪い交差点や車の間から飛び出さないことなど）をく
り返し教えましょう。

学年別・小学生歩行中死傷者数 目的別・小学生の歩行中死傷者数
（2019年～2023年合計） （2019年～2023年合計）

1～3月 4～6月 7～9月 10～12月
1～2年生 3～4年生 5～6年生

103 99
113

150

81 91 69 70

42
51

42
63

（人）
150

120

90

60

30

1～3月 4～6月 7～9月 10～12月
登 校 下 校 私用等

54 48 41

6762 57 57
96

110

136
126 120

（人）
150

120

90

60

30

保護者の皆様へ保護者の皆様へ
You Tube 
千葉県警察
公式チャンネル

You Tube 
千葉県警察
公式チャンネル

このチャンネルは、Google LCCの
サービスを利用の下、千葉県警察
本部総務部広報県民課が運用して
います（アドレスは令和6年8月時点
のものです）。

危険!! その瞬
間をドライブ
レコーダーは
見ていた！

教えてシーポ
ック第1話「と
まる・みる・ま
つ」

●

●

●

ファミリーマート習志野実籾店
電話de詐欺を未然防止

アシストポリス制度が貢献

自
転
車
安
全
利
用
の
推
進
宣
言

地
域
の
復
旧
復
興
の
時
に
備
え

市
内
公
立
高
校
生
徒
会
代
表
が

イ
ン
フ
ラ
協
議
会
が
千
葉
積
水
で
防
災・減
災
研
修

紺野　に感謝状さ  ん
宣
言
す
る
高
校
生

出
動
式

パ
イ
プ
管
の
耐
水
圧
試
験

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
貯
留
材

防
災
貯
留
型
ト
イ
レ
シ
ス
テ
ム

紺野さん（前列左）、池田巡査部長
（前列右）、シーアンドエーＦＣ事
業部の小山瑜執行役員（後列中央）

info
折れ線


